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(57)【要約】
【課題】製造性が良く且つ小型化を実現させることがで
きる光モジュールを提供する。
【解決手段】フェルール１０と、レンズアレイ１１と、
ベース２１と、フィルタブロック２２と、フィルタブロ
ック２２から見てレンズアレイ１１の反対側にフィルタ
ブロック２２に面接触して配置される反射鏡ブロック２
３と、第１方向Ｄ１の一端に搭載されるリフレクタ２４
とを備え、リフレクタ２４は、方向Ａ２に対して傾斜す
る第２方向Ｄ２に沿って延びる反射面２４ｂを有し、反
射鏡ブロック２３は、複数のフィルタブロック２２に面
接触する面と反対側に第１方向Ｄ１に沿って延びる反射
面である第２面２３ｂを有し、各フィルタブロック２２
は、光ファイバ７から出射した光、及び第２面２３ｂに
おいて反射した光のうち、特定波長の光Ｌ２，Ｌ４，Ｌ
６，Ｌ７を透過すると共に特定波長以外の光Ｌ１，Ｌ３
，Ｌ５を反射する。
【選択図】図１１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の光ファイバを備えると共に、前記複数の光ファイバのそれぞれからの光に対し合
波及び分波の少なくともいずれかを行う光モジュールであって、
　端面を有し、前記複数の光ファイバを保持し、前記端面に前記複数の光ファイバの先端
面が露出するフェルールと、
　前記フェルールの前記端面に取り付けられると共に、前記複数の光ファイバのそれぞれ
と光結合するレンズアレイと、
　前記複数の光ファイバが並ぶ方向を含む平面に平行な底面を有し、前記レンズアレイを
保持した状態で前記フェルールの前記端面に取り付けられるベースと、
　前記複数の光ファイバが並ぶ方向に対して、傾斜する第１方向に沿って前記ベースの前
記底面上に搭載される複数のフィルタブロックと、
　前記ベースの前記底面上に搭載されると共に、前記複数のフィルタブロックから見て前
記レンズアレイの反対側に前記複数のフィルタブロックに面接触して配置される反射鏡ブ
ロックと、
　前記ベースの前記底面上において、前記複数のフィルタブロックの前記第１方向の一端
に搭載されるリフレクタと、
を備え、
　前記リフレクタは、前記レンズアレイに対向すると共に前記複数の光ファイバの光軸方
向に対して傾斜する第２方向に沿って延びる第１反射面を有し、
　前記反射鏡ブロックは、前記複数のフィルタブロックに面接触する面と反対側に前記第
１方向に沿って延びる第２反射面を有し、
　前記複数のフィルタブロックのそれぞれは、前記複数の光ファイバのそれぞれから出射
した光、及び前記第２反射面において反射した光のうち、特定波長の光を透過すると共に
前記特定波長以外の光を反射する、
光モジュール。
【請求項２】
　前記光ファイバが並ぶ方向に対する前記第１方向の角度は１２°である、
請求項１に記載の光モジュール。
【請求項３】
　前記複数のフィルタブロックのそれぞれに対する前記第２反射面から入射する光の入射
角、及び前記レンズアレイから入射する光の入射角は、共に８°である、
請求項１又は２に記載の光モジュール。
【請求項４】
　前記光ファイバの光軸方向に対する前記第２方向の角度は１２°である、
請求項１～３のいずれか一項に記載の光モジュール。
【請求項５】
　前記複数のフィルタブロック、前記反射鏡ブロック、及び前記リフレクタは、前記ベー
スの前記底面上において互いに密着する、
請求項１～４のいずれか一項に記載の光モジュール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光モジュールに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、波長分割多重通信用光分波器が記載されている。波長分割多重通信用
光分波器は、７本の光ファイバを有するファイバアレイユニットと、７個のコリメータレ
ンズと、４個のＷＤＭ（Wavelength　Division　Multiplexing）フィルタと、２個のＷＤ
Ｍフィルタの間に設けられる光伝搬媒体とを備える。波長分割多重通信用光分波器におい
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て、１本の光ファイバから出射した光は、コリメータレンズを透過して平行波に変換され
、ＷＤＭフィルタに到達する。ＷＤＭフィルタに到達した光のうち、特定波長の光は反射
され、特定波長以外の光はＷＤＭを透過する。複数のＷＤＭフィルタのそれぞれにおいて
反射した光は、コリメータレンズを透過して集束光に変換され、４本の光ファイバのそれ
ぞれに集光される。
【０００３】
　特許文献２には、複数の光ファイバを備えた多芯コネクタとしてＭＴコネクタが記載さ
れている。ＭＴコネクタは、２本の光ファイバと、２本の光ファイバを保持する光ファイ
バ集合器と、２本の光ファイバ及び光ファイバ集合器の先端に設けられたレンズ集合器と
を備える。レンズ集合器は、２本の光ファイバのうちの一方から出射した光が通るレンズ
を備える。また、引用文献２には、２個の光ファイバ集合器の間に誘電体多層膜が介在す
る構成が記載されており、２本の光ファイバの一方から出射した光のうち、特定波長の光
は誘電体多層膜において反射し、特定波長以外の光は誘電体多層膜を透過する。誘電体多
層膜において反射した光は、２本の光ファイバの他方に入射する。
【０００４】
　特許文献３には、プラグコネクタとソケットコネクタとを備えた光モジュールが記載さ
れている。プラグコネクタ及びソケットコネクタのそれぞれには２本の光ファイバが通さ
れている。プラグコネクタはソケットコネクタに嵌合する棒状のプラグを有し、ソケット
コネクタはプラグが挿入されるガイドを有し、ガイドにプラグが嵌合した状態でプラグコ
ネクタとソケットコネクタは互いに対向する。プラグコネクタ及びソケットコネクタが互
いに対向する各端面には各光ファイバが露出している。また、プラグコネクタの端面とソ
ケットコネクタの端面との間には波長選択フィルタが介在しており、波長選択フィルタは
、各光ファイバから出射した光のうち、特定波長の光を透過すると共に特定波長以外の光
を反射する。
【０００５】
　特許文献４には、光受信モジュールが記載されている。光受信モジュールは、パッケー
ジ部の内部に配置された光分波器と、プリズムによって形成された反射器とを備える。光
分波器は、波長多重化された信号光を、互いに異なる波長の複数の分波信号光に分波する
。光分波器は、多層膜ミラーによって構成された反射部材と、多層膜フィルタによって構
成されると共に互いに透過する波長が異なる４個の波長フィルタと、反射部材及び複数の
波長フィルタを一体化する透明光学部材とを有する。波長多重化された信号光は、反射部
材において反射し、１番目に配列された波長フィルタに到達する。１番目に配列された波
長フィルタでは、特定波長の信号光を透過し、特定波長以外の信号光を反射する。１番目
に配列された波長フィルタにおいて反射した光は、反射部材において再度反射し、２番目
に配列された波長フィルタに到達する。２番目に配列された波長フィルタでは、特定波長
の信号光を透過し、特定波長以外の波長の光を反射する。このように、各波長フィルタに
おいて特定波長の信号光を透過すると共に特定波長以外の光を反射することによって、波
長多重化された信号光を分波する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００４－８５８６０号公報
【特許文献２】特開２００４－１８４４２９号公報
【特許文献３】特開２００５－１４８２７９号公報
【特許文献４】特開２０１３－２０１４７３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、複数の光ファイバを備えると共に光信号の合波又は分波を行う光モジュール
では、例えば光通信ネットワークの高速大容量化のためにＷＤＭ信号の多重度を増やすと
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いう必要性に対して、光ファイバの多芯化の進行に伴い部品点数が増加し、小型化が難し
いという現状がある。また、部品点数の増加に伴って光モジュールの製造を効率よく行う
ことが求められ、光モジュールの製造性の点で改善の余地がある。このように、光モジュ
ールでは、製造性が良く且つ小型化を実現させることが求められている。
【０００８】
　本発明は、製造性が良く且つ小型化を実現させることができる光モジュールを提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前述した問題を解決するため、本発明の一側面に係る光モジュールは、複数の光ファイ
バを備えると共に、複数の光ファイバのそれぞれからの光に対し合波及び分波の少なくと
もいずれかを行う光モジュールであって、端面を有し、複数の光ファイバを保持し、端面
に複数の光ファイバの先端面が露出するフェルールと、フェルールの端面に取り付けられ
ると共に、複数の光ファイバのそれぞれと光結合するレンズアレイと、複数の光ファイバ
が並ぶ方向を含む平面に平行な底面を有し、レンズアレイを保持した状態でフェルールの
端面に取り付けられるベースと、複数の光ファイバが並ぶ方向に対して、傾斜する第１方
向に沿ってベースの底面上に搭載される複数のフィルタブロックと、ベースの底面上に搭
載されると共に、複数のフィルタブロックから見てレンズアレイの反対側に複数のフィル
タブロックに面接触して配置される反射鏡ブロックと、ベースの底面上において、複数の
フィルタブロックの第１方向の一端に搭載されるリフレクタと、を備え、リフレクタは、
レンズアレイに対向すると共に複数の光ファイバの光軸方向に対して傾斜する第２方向に
沿って延びる第１反射面を有し、反射鏡ブロックは、複数のフィルタブロックに面接触す
る面と反対側に第１方向に沿って延びる第２反射面を有し、複数のフィルタブロックのそ
れぞれは、複数の光ファイバのそれぞれから出射した光、及び第２反射面において反射し
た光のうち、特定波長の光を透過すると共に特定波長以外の光を反射する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、製造性が良く且つ小型化を実現させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、本発明の第１実施形態に係る光モジュールを示す斜視図である。
【図２】図２は、図１の光モジュールにおけるケーブルとリボンファイバとのジャケット
を介した接続を示す平面図である。
【図３】図３は、図１の光モジュールの分解斜視図である。
【図４】図４は、図１の光モジュールのフェルール及びレンズアレイを示す斜視図である
。
【図５】図５は、図１の光モジュールのフェルールの端面、及び光ファイバの先端面を示
す斜視図である。
【図６】図６は、図１の光モジュールのフィルタブロック、反射鏡ブロック、リフレクタ
、及びベースを示す平面図である。
【図７】図７は、図６のフィルタブロック、反射鏡ブロック、リフレクタ、及びベースを
示す斜視図である。
【図８】図８は、図７のベースを光ファイバの光軸方向から見た斜視図である。
【図９】図９は、図７のベースを図８とは異なる方向から見た斜視図である。
【図１０】図１０は、図６のリフレクタ、反射鏡ブロック、フィルタブロック、レンズア
レイ、及び光ファイバを通る光の光路を示す図である。
【図１１】図１１は、図６のリフレクタ、反射鏡ブロック、及びフィルタブロックを通る
光の光路を示す図である。
【図１２】図１２は、本発明の第２実施形態に係る光モジュールを示す斜視図である。
【図１３】図１３は、図１２の光モジュールのフェルール、レンズアレイ、及びＴＦＢブ
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ロックを示す斜視図である。
【図１４】図１４は、図１３のフェルール及びＴＦＢアセンブリを通る光の光路を示す図
である。
【図１５】図１５は、図１３のフェルール及びＴＦＢアセンブリの光路を示す側面図であ
る。
【図１６】図１６は、図１３のフェルール及びＴＦＢアセンブリを通る光の光路であって
図１４とは異なる光路を示す図である。
【図１７】図１７は、図１３のフェルール及びＴＦＢアセンブリの光路であって図１５と
は異なる光路を示す側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
［本願発明の実施形態の説明］
　最初に、本願発明の実施形態の内容を列記して説明する。本願発明の一実施形態に係る
光モジュールは、複数の光ファイバを備えると共に、複数の光ファイバのそれぞれからの
光に対し合波及び分波の少なくともいずれかを行う光モジュールであって、端面を有し、
複数の光ファイバを保持し、端面に複数の光ファイバの先端面が露出するフェルールと、
フェルールの端面に取り付けられると共に、複数の光ファイバのそれぞれと光結合するレ
ンズアレイと、複数の光ファイバが並ぶ方向を含む平面に平行な底面を有し、レンズアレ
イを保持した状態でフェルールの端面に取り付けられるベースと、複数の光ファイバが並
ぶ方向に対して、傾斜する第１方向に沿ってベースの底面上に搭載される複数のフィルタ
ブロックと、ベースの底面上に搭載されると共に、複数のフィルタブロックから見てレン
ズアレイの反対側に複数のフィルタブロックに面接触して配置される反射鏡ブロックと、
ベースの底面上において、複数のフィルタブロックの第１方向の一端に搭載されるリフレ
クタと、を備え、リフレクタは、レンズアレイに対向すると共に複数の光ファイバの光軸
方向に対して傾斜する第２方向に沿って延びる第１反射面を有し、反射鏡ブロックは、複
数のフィルタブロックに面接触する面と反対側に第１方向に沿って延びる第２反射面を有
し、複数のフィルタブロックのそれぞれは、複数の光ファイバのそれぞれから出射した光
、及び第２反射面において反射した光のうち、特定波長の光を透過すると共に特定波長以
外の光を反射する。
【００１３】
　この光モジュールでは、リフレクタは、レンズアレイに対向すると共に光ファイバの光
軸方向に対して傾斜する第２方向に沿って延びる第１反射面を有し、反射鏡ブロックは第
１方向に沿って延びる第２反射面を有し、各フィルタブロックは受けた光のうち特定波長
の光を透過すると共に特定波長以外の光を反射する。よって、１本の光ファイバからレン
ズアレイを介してリフレクタに向かう光は、第１反射面において反射して第２反射面に到
達し、第２反射面において反射された後にフィルタブロックに入射する。フィルタブロッ
クに入射した光のうち、特定波長の光はフィルタブロックを透過して光ファイバに到達し
、特定波長以外の光はフィルタブロックにおいて反射して第２反射面に到達し、第２反射
面において反射された後に別のフィルタブロックに入射する。このように、１本の光ファ
イバからリフレクタに向かう光を各フィルタブロック及び各光ファイバに分岐することが
できると共に、互いに異なる波長を有する複数の光を等間隔に光ファイバに入射させるこ
とができる。また、各光ファイバから各フィルタブロックに入射する光は、上記の光の光
路と逆向きに進行するので、各フィルタブロック、反射鏡ブロック、リフレクタ及びレン
ズアレイを介して１本の光ファイバに合波することができる。この光モジュールでは、リ
フレクタ、反射鏡ブロック、及び複数のフィルタブロックがいずれもベース上に搭載され
る。従って、ベース上にリフレクタ、反射鏡ブロック、及び複数のフィルタブロックを効
率よく配置することにより、各部品の小型化を維持しつつ、光を合波又は分波する光モジ
ュールを効率よく製造することができる。よって、光モジュールの製造性を良好にすると
共に小型化を実現させることができる。
【００１４】
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　また、光ファイバが並ぶ方向に対する第１方向の角度は１２°であってもよい。この場
合、光ファイバが並ぶ方向に対して複数のフィルタブロックを並べる方向が傾くので、複
数のフィルタブロックを効率よく配置することができる。よって、製造性を一層良好にす
ると共に小型化を実現させることができる。
【００１５】
　また、複数のフィルタブロックのそれぞれに対する第２反射面から入射する光の入射角
、及びレンズアレイから入射する光の入射角は、共に８°であってもよい。このように、
複数のフィルタブロック、及び反射鏡ブロックに対する光の屈折角を８°とすることがで
きる。
【００１６】
　また、光ファイバの光軸方向に対する第２方向の角度は１２°であってもよい。この場
合、光ファイバの光軸方向に対するリフレクタの第１反射面の延在方向が１２°となる。
よって、１本の光ファイバからの光を小さい角度で第１反射面に入射させることができる
。
【００１７】
　また、複数のフィルタブロック、反射鏡ブロック、及びリフレクタは、ベースの底面上
において互いに密着してもよい。この場合、ベース上に搭載される各部品が互いに密着す
る。従って、ベース上の各部品を密着した状態で搭載できるので、各部品を一層効率よく
配置することができる。よって、光モジュールの小型化を実現させると共に製造性を更に
高めることができる。
【００１８】
［本願発明の実施形態の詳細］
　本願発明の実施形態に係る光モジュールの具体例を、以下で図面を参照しながら説明す
る。なお、本発明は、以降の例示に限定されるものではなく、特許請求の範囲によって示
され、特許請求の範囲と均等の範囲内における全ての変更が含まれることが意図される。
以下の説明では、図面の説明において、同一又は相当する要素には同一の符号を付し、重
複する説明を適宜省略する。
【００１９】
（第１実施形態）
　図１は、第１実施形態に係る光モジュール１を示す斜視図である。図１に示されるよう
に、光モジュール１は、複数のコネクタ２と、各コネクタ２から延びる複数のケーブル３
と、各ケーブル３のコネクタ２との反対側に位置するジャケット４と、ジャケット４から
ケーブル３の反対側に延び出すリボンファイバ５と、リボンファイバ５のジャケット４と
の反対側に位置するフェルール１０と、フェルール１０に取り付けられるＴＦＢ（Thin f
ilm Filter Block）アセンブリ２０とを備える。
【００２０】
　コネクタ２は、光コネクタであり、例えば、ＬＣコネクタである。光モジュール１は、
コネクタ２を備えることにより光モジュール１を他のデバイスに光学的に接続することが
可能である。例えば、ケーブル３は各コネクタ２から延び出すパッチコードである。一例
として、光モジュール１は複数のコネクタ２を備えており、複数のコネクタ２のうちの１
つに光信号が入力される。１つのコネクタ２に入力される光信号はケーブル３、ジャケッ
ト４、リボンファイバ５、及びフェルール１０を介してＴＦＢアセンブリ２０に到達する
。ＴＦＢアセンブリ２０は、入力された１つの光信号を反射及び透過して当該１つの光信
号を複数の光信号に分波する。この場合、光モジュール１は光分波器である。
【００２１】
　具体例として、コネクタ２及びケーブル３は５個ずつ設けられている。光モジュール１
では、複数（例えば４つ）のコネクタ２のそれぞれに光信号を入力することが可能であり
、この場合、複数の光信号のそれぞれはケーブル３、ジャケット４、リボンファイバ５、
及びフェルール１０を介してＴＦＢアセンブリ２０に到達する。ＴＦＢアセンブリ２０は
、入力された複数の光信号を透過及び反射して当該複数の光信号を１つの光信号（例えば
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ＷＤＭ信号）に合波する。この場合、光モジュール１は光合波器である。このように、光
モジュール１は、光分波器又は光合波器として用いられる。
【００２２】
　図２は、ケーブル３、ジャケット４及びリボンファイバ５を示す平面図である。図２に
示されるように、ジャケット４には各ケーブル３の端部が挿入されており、リボンファイ
バ５はジャケット４からケーブル３の反対側に延び出している。各ケーブル３の内部には
光ファイバ６が通されており、ジャケット４の内部において各光ファイバ６は各ケーブル
３から延び出している。一方、リボンファイバ５は複数の光ファイバ７を備えており、ジ
ャケット４の内部において各光ファイバ７はリボンファイバ５から延び出している。ジャ
ケット４の内部において、ケーブル３の各光ファイバ６は、複数の光ファイバ７の一部の
それぞれに接続している。具体例として、５本の光ファイバ６のそれぞれは、１２本の光
ファイバ７のうち５本のそれぞれに接続している。
【００２３】
　図３は、フェルール１０及びＴＦＢアセンブリ２０を示す分解斜視図である。図４は、
マイクロレンズアレイであるレンズアレイ１１が取り付けられたフェルール１０を示す斜
視図である。図５は、レンズアレイ１１が外されたフェルール１０を示す斜視図である。
図３～図５に示されるように、リボンファイバ５の先端にはフェルール１０が取り付けら
れており、フェルール１０は前述した複数の光ファイバ７を保持している。複数の光ファ
イバ７は互いに等間隔となるように配置されている。例えば、フェルール１０は、１２本
の光ファイバ７を保持する１２芯ＭＴコネクタを構成し、一例として、複数の光ファイバ
７の間隔（中心線間の距離）は０．２５ｍｍである。フェルール１０は、光ファイバ７の
先端面７ａが露出する端面１２を有し、端面１２にレンズアレイ１１が取り付けられる。
端面１２は、光ファイバ７の延びる方向（光軸）に垂直な平面である。
【００２４】
　フェルール１０の端面１２は、例えば、長方形状を呈し、平坦状とされている。端面１
２には、ＴＦＢアセンブリ２０の後述するベース２１が接続される一対のガイド孔１２ａ
が形成されている。端面１２には、複数の光ファイバ７の先端面７ａが端面１２の長手方
向に沿って配列されている。一対のガイド孔１２ａの一方は、複数の先端面７ａの一端側
に形成され、一対のガイド孔１２ａの他方は、複数の先端面７ａの他端側に形成されてい
る。すなわち、一対のガイド孔１２ａは、２つのガイド孔１２ａの間に複数の先端面７ａ
が配置されるように形成されている。
【００２５】
　レンズアレイ１１は、例えば、矩形板状を呈する。レンズアレイ１１は、複数のレンズ
部１１ａを有する。レンズ部１１ａは、光ファイバ７の先端面７ａからの発散光をコリメ
ート光に変換するコリメートレンズである。各レンズ部１１ａは、複数の光ファイバ７の
うち、ケーブル３の光ファイバ６が接続されている光ファイバ７と光学的に結合する。具
体例として、図２に示される１２本の光ファイバ７のうち左から２番目、４番目、６番目
、８番目及び１０番目に位置する各光ファイバ７にレンズアレイ１１の各レンズ部１１ａ
が光学的に結合する。すなわち、本実施形態では複数（１２本）の光ファイバ７のうち一
部（５本）のみを利用しており、利用する複数の光ファイバ７は１本おきに配置される。
このため、利用する光ファイバ７同士の間隔は０．５ｍｍ（０．２５ｍｍ×２）となる。
従って、光ファイバ７と光学的に結合するために、レンズ部１１ａ同士の間隔（中心間の
距離）は一定となり、かつ、利用する光ファイバ７同士の間隔と一致するようにレンズア
レイ１１は形成されている。
【００２６】
　各光ファイバ７に対するレンズアレイ１１の調心は、例えば、各光ファイバ７からの光
をモニタしながら（当該光の強度が最大となるように）各光ファイバ７の光軸に直交する
方向にレンズアレイ１１を光ファイバ７に対して動かすことによって行われる（このよう
な調心方法をアクティブ調心という）。例えば、光ファイバ７の光軸の方向をＺ軸とする
と、レンズアレイ１１をＸ－Ｙ平面内で移動させてアクティブ調心を行う。光ファイバ７
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に対するレンズアレイ１１の調心の後には、レンズアレイ１１を端面１２に接着剤（樹脂
）によって固定する。なお、レンズアレイ１１の調心に使用する光は、モニタに適した光
を用いればよく、光モジュール１が分波あるいは合波する光信号とは入出力の向きや波長
が異なる光であってもよい。
【００２７】
　図３に示されるように、ＴＦＢアセンブリ２０は、フェルール１０に取り付けられるベ
ース２１と、複数のフィルタブロック２２と、フィルタブロック２２から見てレンズアレ
イ１１の反対側に配置される反射鏡ブロック２３と、光ファイバ７又は反射鏡ブロック２
３からの光を反射するリフレクタ２４とを備える。フィルタブロック２２、反射鏡ブロッ
ク２３、及びリフレクタ２４は、例えば、屈折率が１．５０とされたガラスによって構成
されている。複数のフィルタブロック２２、反射鏡ブロック２３、及びリフレクタ２４は
、いずれもベース２１上に搭載される。
【００２８】
　図６は、ＴＦＢアセンブリ２０を示す平面図である。図７は、ＴＦＢアセンブリ２０を
示す斜視図である。図８は、ＴＦＢアセンブリ２０をフェルール１０側から見た斜視図で
ある。図６～図８に示されるように、フィルタブロック２２、反射鏡ブロック２３、及び
リフレクタ２４は、いずれも直方体状を呈する。フィルタブロック２２は、誘電体多層膜
がコーティングされた誘電体多層膜コート面を有する多層膜ブロック（多層膜フィルタ）
である。誘電体多層膜コート面は、後述するように、光の入射する方向（向き）に応じて
、２つの互いに異なる波長の光信号を１つの光信号に多重化（合波）したり、１つの多重
化された光信号を２つの互いに異なる波長の光信号に分離（分波あるいは分光）すること
ができる。複数のフィルタブロック２２は、複数の光ファイバ７が並ぶ方向Ａ１に対して
傾斜する第１方向Ｄ１に沿って配置される。方向Ａ１に対する第１方向Ｄ１の角度は、複
数のフィルタブロック２２の屈折率に応じて設定され、例えば１２°である。
【００２９】
　複数のフィルタブロック２２は互いに密着している。複数のフィルタブロック２２のそ
れぞれは、複数の光ファイバ７のそれぞれ又は反射鏡ブロック２３から光を受け、受けた
光のうち特定波長の光を透過し、特定波長以外の光を反射する。複数のフィルタブロック
２２において、透過させる光の特定波長は互いに異なっている。従って、複数のフィルタ
ブロック２２のそれぞれによって互いに異なる波長の光に分波したり、互いに異なる波長
の複数の光を各フィルタブロック２２が受けて当該複数の光を合波したりすることが可能
である。なお、ＷＤＭ信号の場合、複数のフィルタブロック２２は、例えば、特定の波長
を含むある帯域の波長について光を透過させ、その帯域以外の波長について光を反射させ
るような分光特性を有する誘電体多層膜コート面を使用できる。例えば、ＷＤＭ信号に含
まれる個々の光信号の波長は所定の間隔以上で離れているので、複数のフィルタブロック
２２のカット特性（例えば、ある値より長い波長は透過させ、ある値よりも短い波長は反
射させるという分光特性の急峻さ）は光信号の波長の間隔に応じて設定される。
【００３０】
　反射鏡ブロック２３は、反射鏡が設けられた反射鏡付きブロックである。反射鏡ブロッ
ク２３は、第１方向Ｄ１に沿うように傾斜して配置されており、複数のフィルタブロック
２２のそれぞれに密着する。反射鏡ブロック２３の第１方向Ｄ１の一方の端部はフィルタ
ブロック２２からはみ出しており、反射鏡ブロック２３の第１方向Ｄ１の他方の端部はフ
ィルタブロック２２の端部に揃えられる。
【００３１】
　リフレクタ２４は、光ファイバ７の光軸方向である方向Ａ２に対して傾斜する第２方向
Ｄ２に沿って延びるように配置される。なお、第１方向Ｄ１及び第２方向Ｄ２は互いに交
差（例えば直交）している。方向Ａ２に対する第２方向Ｄ２の角度は、リフレクタ２４の
屈折率に応じて設定され、例えば１２°である。以上のように、方向Ａ１と第１方向Ｄ１
との成す角度、及び方向Ａ２と第２方向Ｄ２との成す角度が共に１２°であること、並び
に、フィルタブロック２２、反射鏡ブロック２３、及びリフレクタ２４が屈折率１．５の
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ガラスであることから、レンズアレイ１１のレンズ部１１ａからコリメート光がリフレク
タ２４に入射するときの屈折角はスネルの法則により８°となる。これにより、フィルタ
ブロック２２への光の入射角を８°と十分に小さくすることにより、フィルタブロック２
２における光の選択透過を確実に行うことが可能となる。一般に、誘電体多層膜コート面
は、分光特性に入射角依存性があるため、入射角を所定の値よりも小さくすることが好ま
しい。
【００３２】
　リフレクタ２４は、複数のフィルタブロック２２の第１方向Ｄ１の一端に搭載されると
共に、レンズアレイ１１のレンズ部１１ａに対向するように配置される。リフレクタ２４
は、１つのフィルタブロック２２と反射鏡ブロック２３に密着する。また、複数のフィル
タブロック２２、反射鏡ブロック２３、及びリフレクタ２４は互いに密着し、互いに接着
剤（樹脂）によって固定される。この接着剤は、例えば硬化後の屈折率がガラスの屈折率
（１．５）と同程度となる接着剤（樹脂）である。
【００３３】
　図９は、ベース２１を示す斜視図である。図８及び図９に示されるように、ベース２１
は、方向Ａ１及び方向Ａ２に延びる矩形状を成しており、高さ方向である方向Ａ３に厚み
を有する。方向Ａ３は、方向Ａ１及び方向Ａ２の双方に交差（例えば直交）する方向であ
る。ベース２１は、例えば、金属によって構成されており、ダイキャスト等、金型による
成型加工によって形成される。この場合、ベース２１にかかるコストを抑えることが可能
となる。しかしながら、ベース２１は、プラスチックによって構成されていてもよく、ベ
ース２１の材料は適宜変更可能である。但し、ベース２１の材料は、温度の変化による応
力の影響を抑制するため、フィルタブロック２２、反射鏡ブロック２３、及びリフレクタ
２４の線膨張係数と合っているか、またはできるだけ近い線膨張係数を有する材料である
ことが好ましい。
【００３４】
　ベース２１は、複数のフィルタブロック２２、反射鏡ブロック２３、及びリフレクタ２
４が搭載される凹部２１ａを有する。この凹部２１ａにフィルタブロック２２、反射鏡ブ
ロック２３及びリフレクタ２４が搭載されることにより、搭載されたときにフィルタブロ
ック２２、反射鏡ブロック２３、及びリフレクタ２４がベース２１から方向Ａ３に突出し
ないようにすることが可能となる。
【００３５】
　図７及び図９に示されるように、ベース２１の凹部２１ａは、フィルタブロック２２、
反射鏡ブロック２３、及びリフレクタ２４が接触する底面２１ｂと、フィルタブロック２
２及びリフレクタ２４が対面する第１内面２１ｃと、反射鏡ブロック２３が接触する第２
内面２１ｄと、第１内面２１ｃの方向Ａ１の両端それぞれから方向Ａ１に更に延びる第３
内面２１ｅ及び第４内面２１ｆとを有する。底面２１ｂは、例えば方向Ａ１及び方向Ａ２
に延在する平坦状とされている。底面２１ｂは、複数の光ファイバ７のそれぞれの光軸を
含む平面と平行となるように設定される。第１内面２１ｃは第１方向Ｄ１及び方向Ａ３に
沿って平坦状に延びている。第１内面２１ｃ、第２内面２１ｄ、第３内面２１ｅ、及び第
４内面２１ｆは、底面２１ｂに対して垂直に延びており、底面２１ｂに対する垂直度を確
保するために精密加工がなされている。
【００３６】
　第１内面２１ｃ及び第２内面２１ｄは、互いに平行に延びている。第１内面２１ｃ及び
第２内面２１ｄは、その平行度を確保するため、共に精密加工がなされている。第２内面
２１ｄと底面２１ｂの間には底面２１ｂから窪む凹部２１ｇが形成されている。凹部２１
ｇは、第１方向Ｄ１に沿って直線状に延びている。凹部２１ｇは、ベース２１の成型時の
フィレット又はＴＦＢアセンブリ２０の各部品のチッピング等による干渉を避けるために
設けられる。
【００３７】
　図８及び図９に示されるように、ベース２１の第１内面２１ｃ、第３内面２１ｅ及び第
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４内面２１ｆの反対側には、フェルール１０の端面１２が対向する端面２１ｈが形成され
ている。第１内面２１ｃ及び端面２１ｈには貫通孔２１ｊが形成されており、例えば、貫
通孔２１ｊは方向Ａ１に長く延びる長方形状とされている。貫通孔２１ｊは、フィルタブ
ロック２２又はリフレクタ２４とレンズアレイ１１との間を通る光路のための孔である。
【００３８】
　端面２１ｈには、レンズアレイ１１を保持する凹部２１ｋが形成されており、凹部２１
ｋは貫通孔２１ｊを囲むように設けられる。凹部２１ｋにレンズアレイ１１が嵌り込むこ
とによって、レンズアレイ１１はベース２１に保持される。凹部２１ｋには、レンズアレ
イ１１及びベース２１を互いに接着する接着剤が入り込む。また、端面２１ｈには、端面
２１ｈから方向Ａ２に突出する一対のガイド２１ｍが設けられている。一対のガイド２１
ｍは、凹部２１ｋの方向Ａ１の両側それぞれに設けられている。すなわち、一対のガイド
２１ｍは、２つのガイド２１ｍの間に凹部２１ｋが配置されるように設けられている。
【００３９】
　ガイド２１ｍは、ＴＦＢアセンブリ２０をフェルール１０に取り付けるために設けられ
た突起である。各ガイド２１ｍがフェルール１０の各ガイド孔１２ａに嵌め込まれること
により、光ファイバ７の光軸方向（方向Ａ２）におけるレンズアレイ１１とＴＦＢアセン
ブリ２０との調心が行われると共に、フェルール１０に対するＴＦＢアセンブリ２０の位
置決めがなされる。このようなレンズアレイ１１とＴＦＢアセンブリ２０との調心方法は
、アクティブ調心のように光のモニタを必要とせず、パッシブ調心という。レンズアレイ
１１とフィルタブロック２２及びリフレクタ２４との間の光路を通る光はコリメート光と
なっているためパッシブ調心を可能としている。
【００４０】
　図１０は、光ファイバ７、フェルール１０、レンズアレイ１１及びＴＦＢアセンブリ２
０を示す平面図である。図１０及び図１１では、図示を分かりやすくするために光の光軸
以外の部分を全て実線で示している。図１０に示されるように、ガイド２１ｍの外面とガ
イド孔１２ａの内面との間には、前述した調心（パッシブ調心）及び位置決めが可能な程
度のクリアランスＣが設けられる。前述の調心を行うときに、例えば、ベース２１とフェ
ルール１０との接合部の周囲に接着剤としてＵＶ樹脂を塗布し、このＵＶ樹脂を硬化させ
ることによってフェルール１０とＴＦＢアセンブリ２０とを互いに接合する。
【００４１】
　図１１は、図１０のＴＦＢアセンブリ２０を拡大した平面図である。図１０及び図１１
に示されるように、各フィルタブロック２２は、レンズアレイ１１側を向く第１面２２ａ
と、第１面２２ａの反対側（反射鏡ブロック２３側）を向く第２面２２ｂと、第１面２２
ａ及び第２面２２ｂに直交する一対の側面２２ｃとを有する。第２面２２ｂは、分光特性
を有する誘電体多層膜がコーティングされた多層膜コート面であり、第１面２２ａ及び第
２面２２ｂは、共に精密加工がなされている。この精密加工によって第１面２２ａと第２
面２２ｂとの間隔が所望の間隔になると共に、第１面２２ａ及び第２面２２ｂの平行度が
確保される。なお、第１面２２ａと第２面２２ｂとの間隔の精度は±１０μｍ以下である
ことが好ましい。この場合、フィルタブロック２２からの光の出射位置がずれて軸ずれを
誘発する可能性を抑えることが可能となる。軸ずれは、例えばフィルタブロック２２とレ
ンズアレイ１１との光学結合の結合効率を低下させ、光モジュール１の挿入損失を増大さ
せる要因となる。
【００４２】
　前述したように、複数のフィルタブロック２２は第１方向Ｄ１に沿って配列されており
、第１方向Ｄ１の中央側に位置する２個のフィルタブロック２２の側面２２ｃは隣接する
フィルタブロック２２の側面２２ｃに密着する。また、第１方向Ｄ１の一端（図１０及び
図１１の左端）に位置するフィルタブロック２２の上記一端側の側面２２ｃはリフレクタ
２４に密着する。一方、第１方向Ｄ１の他端（図１０及び図１１の右端）に位置するフィ
ルタブロック２２の上記他端側の側面２２ｃは露出した状態とされる。複数のフィルタブ
ロック２２のぞれぞれの第１方向Ｄ１の長さ（側面２２ｃの間隔）は、レンズアレイ１１
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のレンズ部１１ａの間隔に応じて設定される。
【００４３】
　反射鏡ブロック２３は、各フィルタブロック２２に接触する第１面２３ａと、第１面２
３ａの反対側を向く第２面２３ｂと、第１面２３ａ及び第２面２３ｂに直交する一対の側
面２３ｃとを有する。第１面２３ａ、第２面２３ｂ及びリフレクタ２４側の側面２３ｃは
、共に精密加工がなされている。この精密加工により、第１面２３ａと第２面２３ｂとの
平行度を確保し、第２面２３ｂとリフレクタ２４側の側面２３ｃとの垂直度を確保すると
共に、第１面２３ａと第２面２３ｂとの間隔が所望の間隔となる。第２面２３ｂは、ベー
ス２１の第２内面２１ｄに密着する。第２面２３ｂには、例えば、反射鏡となる金属が蒸
着されており、第２面２３ｂは、第１方向Ｄ１に沿って延びる第２反射面に相当する。ま
た、反射鏡ブロック２３の一方の側面２３ｃはリフレクタ２４に密着し、他方の側面２３
ｃは露出した状態とされる。
【００４４】
　リフレクタ２４は、１個のフィルタブロック２２と反射鏡ブロック２３とを跨ぐように
第２方向Ｄ２に延びている。リフレクタ２４は、１本の光ファイバ７からの光、又は第２
面２３ｂからの光を反射するために設けられる。リフレクタ２４は、１個のフィルタブロ
ック２２及び反射鏡ブロック２３に密着する密着面２４ａと、密着面２４ａの反対側を向
く反射面２４ｂとを有し、密着面２４ａ及び反射面２４ｂは互いに平行となっている。反
射面２４ｂは、光ファイバ７の光軸方向である方向Ａ２に対して傾斜する第２方向Ｄ２に
延びる第１反射面に相当し、入射された光を全反射させる。リフレクタ２４の反射面２４
ｂの反射点２４ｃは、リフレクタ２４をベース２１の第２内面２１ｄに沿って方向Ｄ１に
動かすことによって調整可能である。反射点２４ｃが、フィルタブロック２２の第２面２
２ｂ（多層膜）を第１方向Ｄ１に延長した位置に位置するように、リフレクタ２４はベー
ス２１に搭載される。
【００４５】
　次に、ＴＦＢアセンブリ２０及びフェルール１０における光の光路について、光モジュ
ール１が光分波器である場合、及び光モジュール１が光合波器である場合のそれぞれにつ
いて説明する。なお、説明の便宜上、複数のフィルタブロック２２については、図１１の
左から順にフィルタブロック２２Ａ，２２Ｂ，２２Ｃ，２２Ｄとして説明し、利用する光
ファイバ７については、図１１の左から順に光ファイバ７Ａ，７Ｂ，７Ｃ，７Ｄ，７Ｅと
して説明する。
【００４６】
　まず、光モジュール１が光分波器である場合、例えば、１本の光ファイバ７Ａからレン
ズアレイ１１の１つのレンズ部１１ａを介してリフレクタ２４に光Ｌ１が入射する。光Ｌ
１は、例えば互いに波長の異なる４つの光信号を含むＷＤＭ信号である。リフレクタ２４
に入射した光Ｌ１はリフレクタ２４の反射点２４ｃにおいて反射し、反射鏡ブロック２３
の第２面２３ｂに到達する。第２面２３ｂは複数の光ファイバ７が並ぶ方向Ａ１に対して
傾いているため、第２面２３ｂに到達した光Ｌ１は第２面２３ｂにおいて反射してリフレ
クタ２４に隣接するフィルタブロック２２Ａに向かう。
【００４７】
　フィルタブロック２２Ａに向かう光Ｌ１は、フィルタブロック２２Ａの第２面２２ｂに
到達し、光Ｌ１のうち特定波長（第１波長）の光Ｌ２のみがフィルタブロック２２Ａを透
過する。フィルタブロック２２Ａを透過した光Ｌ２は、レンズアレイ１１のレンズ部１１
ａを介して光ファイバ７Ｂに集光される。一方、光Ｌ１のうち特定波長（第１波長）以外
の光Ｌ３は、第２面２２ｂにおいて反射し、第２面２２ｂは方向Ａ１に対して傾いている
ため、反射鏡ブロック２３の第２面２３ｂに向かう。第２面２３ｂに到達した光Ｌ３は、
第２面２３ｂにおいて反射し、フィルタブロック２２Ａに隣接するフィルタブロック２２
Ｂに向かう。
【００４８】
　フィルタブロック２２Ｂに向かう光Ｌ３は、フィルタブロック２２Ｂの第２面２２ｂに
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到達し、光Ｌ３のうち特定波長（第２波長）の光Ｌ４のみがフィルタブロック２２Ｂを透
過する。フィルタブロック２２Ｂを透過した光Ｌ４は、レンズアレイ１１のレンズ部１１
ａを介して光ファイバ７Ｃに集光される。一方、光Ｌ３のうち特定波長（第２波長）以外
の光Ｌ５は、第２面２２ｂにおいて反射し、上記同様、反射鏡ブロック２３の第２面２３
ｂに向かう。第２面２３ｂに到達した光Ｌ５は、第２面２３ｂにおいて反射しフィルタブ
ロック２２Ｂに隣接するフィルタブロック２２Ｃに向かう。
【００４９】
　フィルタブロック２２Ｃに向かう光Ｌ５は、上記同様、第２面２２ｂに到達し、光Ｌ５
のうち特定波長（第３波長）の光Ｌ６のみがフィルタブロック２２Ｃを透過する。光Ｌ６
は、レンズアレイ１１のレンズ部１１ａを介して光ファイバ７Ｄに集光される。一方、光
Ｌ５のうち特定波長（第３波長）以外の光Ｌ７は、第２面２２ｂにおいて反射し、第２面
２３ｂに向かう。光Ｌ７は、第２面２３ｂにおいて反射しフィルタブロック２２Ｃに隣接
するフィルタブロック２２Ｄに向かう。フィルタブロック２２Ｄにおける光の透過波長帯
域は、光Ｌ７を透過可能な波長（第４波長）とされているため、光Ｌ７はフィルタブロッ
ク２２Ｄを透過する。フィルタブロック２２Ｄを透過した光Ｌ７は、上記同様、光ファイ
バ７Ｅに集光される。以上より、１本の光ファイバ７Ａから入射した光Ｌ１を、光Ｌ２、
光Ｌ４、光Ｌ６、及び光Ｌ７のそれぞれ互いに波長の異なる４つの光に分波することが可
能である。光Ｌ１，Ｌ２，Ｌ３，Ｌ４，Ｌ５，Ｌ６，Ｌ７はコリメート光である。
【００５０】
　ところで、第１波長、第２波長、第３波長、及び第４波長のそれぞれの値は任意に設定
することができる。それぞれの値に応じて、複数のフィルタブロック２２のそれぞれの誘
電体多層膜コート面の分光特性を適宜設定する。例えば、波長の短い順（あるいは長い順
）に第１波長、第２波長、第３波長、及び第４波長を設定した場合、フィルタブロック２
２Ａの第２面２２ｂには、第１波長を透過帯域に含み、第２波長、第３波長、及び第４波
長を反射帯域に含むような分光特性を有する誘電体多層膜コート面を形成し、フィルタブ
ロック２２Ｂの第２面２２ｂには、第２波長を透過帯域に含み、第３波長及び第４波長を
反射帯域に含むような分光特性を有する誘電体多層膜コート面を形成し、フィルタブロッ
ク２２Ｃの第２面２２ｂには、第３波長を透過帯域に含み、第４波長を反射帯域に含むよ
うな分光特性を有する誘電体多層膜コート面を形成する（フィルタブロック２２Ｄについ
ても同様）。なお、この場合、光Ｌ３は第１波長の光を含んでいないので、フィルタブロ
ック２２Ｂの誘電体多層膜コート面の分光特性の透過領域は、第１波長を含んでいてもよ
く、光Ｌ５は第１波長の光及び第２波長の光を含んでいないので、フィルタブロック２２
Ｃの誘電体多層膜コート面の分光特性の透過領域は、第１波長及び第２波長を含んでいて
もよい。
【００５１】
　光モジュール１が光合波器である場合は、光モジュール１が光分波器である場合とは光
の進行方向が逆となっている。具体的には、光ファイバ７Ｂ，７Ｃ，７Ｄ，７Ｅのそれぞ
れからレンズアレイ１１の各レンズ部１１ａを介してフィルタブロック２２Ａ，２２Ｂ，
２２Ｃ，２２Ｄのそれぞれに光Ｌ２、光Ｌ４、光Ｌ６、及び光Ｌ７のそれぞれが入射する
。フィルタブロック２２Ａ，２２Ｂ，２２Ｃ，２２Ｄのそれぞれは、光Ｌ２、光Ｌ４、光
Ｌ６、及び光Ｌ７のそれぞれを透過する。
【００５２】
　フィルタブロック２２Ｄを透過した第４波長の光Ｌ７は、第２面２３ｂにおいて反射し
、フィルタブロック２２Ｃに到達して第２面２２ｂにて反射すると共に第３波長の光Ｌ６
と合波して光Ｌ５となる。光Ｌ５は、第２面２３ｂにおいて反射し、フィルタブロック２
２Ｂに到達して第２面２２ｂにて反射すると共に第２波長の光Ｌ４と合波して光Ｌ３とな
る。光Ｌ３は、第２面２３ｂにおいて反射し、フィルタブロック２２Ａに到達して第２面
２２ｂにて反射すると共に第１波長の光Ｌ２と合波して光Ｌ１となる。そして、光Ｌ１は
、第２面２３ｂにおいて反射してリフレクタ２４の反射点２４ｃに到達し、反射点２４ｃ
において反射した後に、レンズアレイ１１のレンズ部１１ａによって光ファイバ７Ａに集
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光される。以上より、４本の光ファイバ７Ｂ，７Ｃ，７Ｄ，７Ｅのそれぞれから入射した
互いに波長の異なる光Ｌ２、光Ｌ４、光Ｌ６、及び光Ｌ７を、１つの光Ｌ１（ＷＤＭ信号
）に合波することが可能である。
【００５３】
　続いて、光モジュール１から得られる作用効果について詳細に説明する。光モジュール
１では、リフレクタ２４は、レンズアレイ１１に対向すると共に光ファイバ７の光軸方向
である方向Ａ２に対して傾斜する第２方向Ｄ２に沿って延びる反射面２４ｂを有し、反射
鏡ブロック２３は第１方向Ｄ１に沿って延びる反射面である第２面２３ｂを有し、各フィ
ルタブロック２２は受けた光のうちそれぞれ特定波長の光のみを透過すると共に特定波長
以外の波長を反射する。よって、１本の光ファイバ７Ａからレンズアレイ１１を介してリ
フレクタ２４に向かう光Ｌ１は、反射面２４ｂにおいて反射して第２面２３ｂに到達し、
第２面２３ｂにおいて反射された後にフィルタブロック２２Ａに入射する。
【００５４】
　フィルタブロック２２Ａに入射した光Ｌ１のうち、特定波長（第１波長）の光Ｌ２はフ
ィルタブロック２２Ａを透過して光ファイバ７Ｂに到達し、特定波長（第１波長）以外の
光Ｌ３はフィルタブロック２２Ａにおいて反射され別のフィルタブロック２２Ｂに入射す
る。このように、１本の光ファイバ７Ａからリフレクタ２４に向かう光Ｌ１を各フィルタ
ブロック２２Ａ，２２Ｂ，２２Ｃ，２２Ｄ及び各光ファイバ７Ｂ，７Ｃ，７Ｄ，７Ｅに分
岐することができると共に、互いに異なる波長を有する複数の光Ｌ２，Ｌ４，Ｌ６，Ｌ７
を等間隔に光ファイバ７Ｂ，７Ｃ，７Ｄ，７Ｅに入射させることができる。
【００５５】
　また、各光ファイバ７Ｂ，７Ｃ，７Ｄ，７Ｅから各フィルタブロック２２Ａ，２２Ｂ，
２２Ｃ，２２Ｄに入射する互いに異なる波長の光Ｌ２，Ｌ４，Ｌ６，Ｌ７は、上記の光の
光路と逆向きに進行するので、各フィルタブロック２２Ａ，２２Ｂ，２２Ｃ，２２Ｄ、反
射鏡ブロック２３、リフレクタ２４及びレンズアレイ１１を介して１本の光ファイバ７Ａ
に合流させることができる。
【００５６】
　更に、光モジュール１では、リフレクタ２４、反射鏡ブロック２３、及び複数のフィル
タブロック２２がいずれもベース２１上に搭載される。従って、ベース２１上にリフレク
タ２４、反射鏡ブロック２３、及び複数のフィルタブロック２２を効率よく配置すること
により、各部品の小型化を維持しつつ、光を合波又は分波する光モジュール１を効率よく
製造することができる。よって、製造性を良好にすると共に光モジュール１の小型化を実
現させることができる。
【００５７】
　また、光ファイバ７が並ぶ方向Ａ１に対する第１方向Ｄ１の角度は１２°である。従っ
て、光ファイバ７が並ぶ方向Ａ１に対して複数のフィルタブロック２２を並べる方向が傾
くので、複数のフィルタブロック２２を効率よく配置することができる。よって、製造性
を良好にすると共に光モジュール１の小型化を実現させることができる。
【００５８】
　また、複数のフィルタブロック２２のそれぞれに対する光の入射角は８°である。この
ように、複数のフィルタブロック２２光の入射角を小さくすることによって誘電体多層膜
コート面の分光特性への入射角依存性の影響を低減することができる。
【００５９】
　また、光ファイバ７の光軸方向である方向Ａ２に対する第２方向Ｄ２の角度は１２°で
ある。従って、光ファイバ７の光軸方向に対するリフレクタ２４の反射面２４ｂの延在方
向が１２°となる。よって、１本の光ファイバ７Ａからの光Ｌ１を小さい角度で反射面２
４ｂに入射させることができる。
【００６０】
　また、複数のフィルタブロック２２、反射鏡ブロック２３、及びリフレクタ２４は、ベ
ース２１上において互いに密着する。すなわち、ベース２１上に搭載される各部品が互い
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に密着する。従って、ベース２１上の各部品を密着した状態で搭載できるので、各部品を
一層効率よく配置することができる。よって、光モジュール１の小型化を実現させると共
に製造性を更に高めることができる。
【００６１】
（第２実施形態）
　次に、第２実施形態に係る光モジュールについて説明する。以降の説明では、重複を回
避するため、第１実施形態と重複する説明を適宜省略する。図１２は、第２実施形態に係
る光モジュール３１を示す斜視図である。図１２に示されるように、光モジュール３１は
、複数の第１コネクタ３２Ａと、複数の第２コネクタ３２Ｂと、各第１コネクタ３２Ａか
ら延びる複数の第１ケーブル３３Ａと、各第２コネクタ３２Ｂから延びる複数の第２ケー
ブル３３Ｂと、第１ケーブル３３Ａ及び第２ケーブル３３Ｂに接続されたジャケット３４
と、ジャケット３４から延び出すリボンファイバ３５と、リボンファイバ３５のジャケッ
ト３４との反対側に位置するフェルール４０と、フェルール４０に取り付けられるＴＦＢ
アセンブリ５０とを備える。
【００６２】
　光モジュール３１は、光信号を合波及び分波する合分波モジュール（光合分波器）であ
る。例えば、第１コネクタ３２Ａは合波側光コネクタであり、第２コネクタ３２Ｂは分波
側光コネクタである。具体的には、Ｎ個（Ｎは３以上の自然数）の第１コネクタ３２Ａの
うち、Ｎ－１個の第１コネクタ３２Ａから光モジュール３１に互いに異なる波長の光信号
が入力されたとき、ＴＦＢアセンブリ５０は、入力されたＮ－１個の互いに異なる波長の
光信号を１つの光信号（ＷＤＭ信号）に合波する。ＴＦＢアセンブリ５０が合波して得ら
れた１つの光信号は、残り１個の第１コネクタ３２Ａから光モジュール３１の外部に出力
される。
【００６３】
　また、Ｍ個（Ｍは３以上の自然数）の第２コネクタ３２Ｂのうち、１個の第２コネクタ
３２Ｂから光モジュール３１に光信号（ＷＤＭ信号）が入力されたとき、ＴＦＢアセンブ
リ５０は、入力された１つの光信号をＭ－１個の光信号に分波する。ＴＦＢアセンブリ５
０が分波して得られたＭ－１個の光信号は、残りＭ－１個の第２コネクタ３２Ｂのそれぞ
れから光モジュール３１の外部に出力される。このように、光モジュール３１は、光信号
の合波と分波とを共に行うことが可能な合分波モジュールである。なお、光信号の流れの
詳細については後述する。
【００６４】
　第１コネクタ３２Ａ及び第２コネクタ３２Ｂの構成は、例えば、前述したコネクタ２の
構成と同一であり、第１ケーブル３３Ａ及び第２ケーブル３３Ｂの構成は前述したケーブ
ル３の構成と同一である。第１ケーブル３３Ａ及び第２ケーブル３３Ｂのそれぞれは、ジ
ャケット３４の下段及び上段のそれぞれに接続されている。第１ケーブル３３Ａ及び第２
ケーブル３３Ｂのそれぞれはジャケット３４から互いに分岐して延びている。
【００６５】
　図１３は、ジャケット３４、リボンファイバ３５、フェルール４０及びＴＦＢアセンブ
リ５０を示す斜視図である。図１４は、フェルール４０及びＴＦＢアセンブリ５０を拡大
した図である。図１３及び図１４に示されるように、リボンファイバ３５は、例えば、２
×１２リボンファイバである。リボンファイバ３５の先端にはフェルール４０が取り付け
られており、フェルール４０は複数の光ファイバ３７を保持している。
【００６６】
　例えば、フェルール４０は、２４本の光ファイバ３７を保持する２４芯ＭＴコネクタを
構成する。リボンファイバ３５及びフェルール４０では、１２本の光ファイバ３７が方向
Ａ１に沿って配列されており、方向Ａ１に沿って並ぶ１２本の光ファイバ３７の組が上下
２列に二組設けられる。すなわち、方向Ａ１に沿って並ぶ１２本の光ファイバ３７の組は
、高さ方向である方向Ａ３に沿って二組設けられる。
【００６７】
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　フェルール４０の端面にはレンズアレイ４１が取り付けられる。レンズアレイ４１の構
成は、例えば前述したレンズアレイ１１の構成と同様であり、コリメートレンズであるレ
ンズ部の数がレンズアレイ１１とは異なっている。レンズアレイ４１では、方向Ａ１に沿
って１２個のレンズ部が配列されており、方向Ａ１に沿って並ぶ１２個のレンズ部の組が
上下２列に二組設けられる。レンズアレイ４１のレンズ部の配列は、フェルール４０にお
ける光ファイバ３７の配列に対応している。第２実施形態では、２４本の光ファイバ３７
のうちの１０本（上側の配列のうち５本と下側の配列のうちの５本）を利用する。
【００６８】
　ＴＦＢアセンブリ５０は、フェルール４０に取り付けられるベース５１と、複数のフィ
ルタブロック５２と、フィルタブロック５２から見てレンズアレイ４１の反対側に配置さ
れる反射鏡ブロック５３（合分波ブロック）と、光ファイバ３７又は反射鏡ブロック５３
からの光を反射するリフレクタ５４とを備える。ベース５１、フィルタブロック５２、反
射鏡ブロック５３及びリフレクタ５４のそれぞれの構成及び機能は、例えば、前述したベ
ース２１、フィルタブロック２２、反射鏡ブロック２３及びリフレクタ２４のそれぞれの
構成及び機能と同様である。
【００６９】
　ＴＦＢアセンブリ５０及びフェルール４０における光の光路について図１４及び図１５
を参照しながら説明する。図１５は、ＴＦＢアセンブリ５０及びフェルール４０を光ファ
イバ３７が並ぶ方向Ａ１から見た側面図である。図１４及び図１５に示されるように、Ｔ
ＦＢアセンブリ５０及びフェルール４０では、方向Ａ３の一方側（例えば図１５の上側）
における光の進行方向と、方向Ａ３の他方側（例えば図１５の下側）における光の進行方
向とが互いに逆とされている。例えば、方向Ａ３の一方側には第１コネクタ３２Ａの光が
通り、方向Ａ３の他方側には第２コネクタ３２Ｂの光が通る。方向Ａ３の一方側を通る光
の光路と、方向Ａ３の他方側を通る光の光路とは、互いに干渉しない程度に離間している
。
【００７０】
　４個の第１コネクタ３２Ａのそれぞれから互いに波長の異なる光信号が光モジュール３
１に入力されると、４本の光ファイバ３７のそれぞれからレンズアレイ４１を介して４個
のフィルタブロック５２のそれぞれに各光信号が入射する。各フィルタブロック５２は各
光を透過する。４つのフィルタブロック５２のうち、リフレクタ５４に隣接しない３つの
フィルタブロック５２を透過した光は、反射鏡ブロック５３の第２面２３ｂにおいて反射
し、隣接するフィルタブロック５２に入射すると共にフィルタブロック５２を透過した光
と合波する。
【００７１】
　一方、４つのフィルタブロック５２のうち、リフレクタ５４に隣接するフィルタブロッ
ク５２を透過した光は、反射鏡ブロック５３の第２面２３ｂにおいて反射してリフレクタ
５４の反射点２４ｃに到達する。反射点２４ｃに到達した光は、反射点２４ｃにおいて反
射した後にレンズアレイ４１を介して１本の光ファイバ３７に集光される。以上のように
、光モジュール３１では、４本の光ファイバ３７のそれぞれから入射した互いに波長の異
なる光信号を１つの多重化された光信号（ＷＤＭ信号）に合波することが可能である。
【００７２】
　図１６は、方向Ａ３の他方側（例えば図１５の下側）における光ファイバ３７、及び光
ファイバ３７を通る光の光路を示している。図１５及び図１６に示されるように、１本の
第２コネクタ３２Ｂから多重化された光信号が光モジュール３１に入力されると、１本の
光ファイバ３７を介してリフレクタ５４に当該光が入射する。リフレクタ５４に入射した
光は、リフレクタ５４の反射点２４ｃにおいて反射し、反射鏡ブロック５３の第２面２３
ｂに到達する。第２面２３ｂに到達した光は第２面２３ｂにおいて反射してリフレクタ５
４に隣接するフィルタブロック５２に到達する。
【００７３】
　フィルタブロック５２に到達した光のうち、特定波長（第１波長）の光のみがフィルタ
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ブロック５２を透過する。フィルタブロック５２を透過した光は、レンズアレイ４１を介
して光ファイバ３７に集光される。一方、フィルタブロック５２に到達した光のうち、特
定波長（第１波長）以外の光は、フィルタブロック５２において反射し、反射鏡ブロック
５３の第２面２３ｂに向かう。第２面２３ｂに到達した光は、第２面２３ｂにおいて反射
し、上記フィルタブロック５２に隣接するフィルタブロック５２に到達する。フィルタブ
ロック５２に到達した光のうち、特定波長（第２波長）の光のみが、前述と同様、当該フ
ィルタブロック５２を透過しレンズアレイ４１を介して光ファイバ３７に集光される。以
上のように、図１１において説明したときと同様、光モジュール３１では、１本の光ファ
イバ３７から入射した多重化された光信号をそれぞれ第１波長、第２波長、第３波長、及
び第４波長を有する４つの光信号に分波することが可能である。
【００７４】
　以上、第２実施形態に係る光モジュール３１では、１本の光ファイバ３７からリフレク
タ５４に向かう光を各光ファイバ３７に分岐することができると共に、互いに異なる波長
を有する複数の光を等間隔に各光ファイバ３７に入射させることができる。また、複数の
光ファイバ３７のそれぞれから各フィルタブロック５２に入射する光は、前述した光の光
路とは逆向きに進行するので、各フィルタブロック５２、反射鏡ブロック５３、リフレク
タ５４及びレンズアレイ４１を介して１本の光ファイバ３７に合波させることができる。
【００７５】
　更に、光モジュール３１では、１つのフェルール４０、及び１つのＴＦＢアセンブリ５
０によって光の合波及び分波を同時に行うことができる。なお、図１５では、フェルール
４０の上側に合波側光コネクタである第１コネクタ３２Ａの光が通り、フェルール４０の
下側に分波側光コネクタである第２コネクタ３２Ｂの光が通る例を説明した。しかしなが
ら、図１７に示されるように、フェルール４０の上側に第２コネクタ３２Ｂの光が通り、
フェルール４０の下側に第１コネクタ３２Ａの光が通ってもよく、この場合も同様の作用
効果が得られる。
【００７６】
　以上、本発明に係る光モジュールの各実施形態について説明したが、本発明は前述した
実施形態に限定されない。すなわち、本発明が特許請求の範囲に記載された要旨の範囲内
において種々の変形及び変更が可能であることは、当業者によって容易に認識される。例
えば、前述の実施形態では、ＬＣコネクタであるコネクタ２、及びパッチコードであるケ
ーブル３について説明したが、コネクタ及びケーブルは、ＬＣコネクタ及びパッチコード
以外のものであってもよく適宜変更可能である。
【００７７】
　また、前述の実施形態では、フェルール１０がリボンファイバ５、ジャケット４及びケ
ーブル３を介してコネクタ２に接続されている例について説明したが、フェルールとコネ
クタとの接続構造は、リボンファイバ５、ジャケット４及びケーブル３に限られず適宜変
更可能である。
【００７８】
　また、前述の実施形態では、フェルール１０が１２本の光ファイバ７を保持しており、
ＴＦＢアセンブリ２０が１２本の光ファイバ７のうち５本を利用する例について説明し、
更に、フェルール４０が２４本の光ファイバ３７を保持しており、ＴＦＢアセンブリ５０
が２４本の光ファイバ３７のうち１０本を利用する例について説明した。しかしながら、
フェルールが保持する光ファイバの本数、及びＴＦＢアセンブリが利用する光ファイバの
本数は適宜変更可能である。但し、１２本の光ファイバ７を保持するフェルール１０を備
える場合には、フェルールとして既製品の１２芯ＭＴフェルールを用いることが可能であ
る。また、２４本の光ファイバ３７を保持するフェルール４０を備える場合には、フェル
ールとして既製品の２４芯ＭＴフェルールを用いることが可能である。
【００７９】
　また、前述の実施形態では、ＴＦＢアセンブリ２０が利用する光ファイバ７の本数、及
びレンズアレイ１１のレンズ部１１ａの個数が５個であり、フィルタブロック２２の個数
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射光に合波する光モジュール１について説明した。しかしながら、ＴＦＢアセンブリが利
用する光ファイバの本数、レンズアレイのレンズ部の個数、及びフィルタブロックの個数
は適宜変更可能である。また、合波又は分波する光の数も適宜変更可能である。
【００８０】
　また、前述の実施形態では、凹部２１ａを有するベース２１について説明したが、ベー
スの形状、大きさ、及び材料は適宜変更可能である。更に、前述の実施形態では、フェル
ール１０がガイド孔１２ａを有し、ベース２１がガイド孔１２ａに嵌り込むガイド２１ｍ
を有する例について説明した。しかしながら、ベースがガイド孔を有し、フェルールが当
該ガイド孔に嵌り込むガイドを有していてもよい。
【００８１】
　また、前述の実施形態では、方向Ａ１に対する第１方向Ｄ１の角度、及び方向Ａ２に対
する第２方向Ｄ２の角度が１２°であり、フィルタブロック２２の屈折角、反射鏡ブロッ
ク２３の屈折角、及びリフレクタ２４の屈折角が８°である例について説明した。しかし
ながら、前述した各角度、フィルタブロックの屈折角、反射鏡ブロックの屈折角、及びリ
フレクタの屈折角は、上記の値に限られずフィルタブロック２２、反射鏡ブロック２３、
及びリフレクタ２４の材料の屈折率に応じて適宜変更可能である。
【符号の説明】
【００８２】
１，３１…光モジュール、２…コネクタ、３…ケーブル、４，３４…ジャケット、５，３
５…リボンファイバ、６，７，７Ａ，７Ｂ，７Ｃ，７Ｄ，７Ｅ，３７…光ファイバ、７ａ
…先端面、１０，４０…フェルール、１１，４１…レンズアレイ、１１ａ…レンズ部、１
２…端面、１２ａ…ガイド孔、２０，５０…ＴＦＢアセンブリ、２１，５１…ベース、２
１ａ…凹部、２１ｂ…底面、２１ｃ…第１内面、２１ｄ…第２内面、２１ｅ…第３内面、
２１ｆ…第４内面、２１ｇ…凹部、２１ｈ…端面、２１ｊ…貫通孔、２１ｋ…凹部、２１
ｍ…ガイド、２２，２２Ａ，２２Ｂ，２２Ｃ，２２Ｄ，５２…フィルタブロック、２２ａ
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